
も の に 逢 え る 日

初 版 本 キ ー ツ 第 一 詩 集

POEMSに つ いて思 うこと

文芸学部長 教授 塚 野 耕
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表 紙 中 表 紙

「花盗 人」 とい う言葉 が あ ります
。桜 の枝

を折 ろ うと して捕 え られ木 に縛 りつけ られた

男 で も、一首 をものす る詩 心 ゆえ に赦 されて

酒 をふ るまわれ るとい うのです。酒 をふ るま

って もらえる もの な ら、縛 られて文旬は ない、

一首 ぐらいは詠 んでみ た くなる初 版本 を
、 中

央 図書館 が収蔵 してい ます。通称 が 『1817年

詩 集』 で ある、英国浪漫派 詩人 ジョン ・キー

ツ(1795～1821)の 第 一 詩集POEMSで す 。

これ に第二詩集EIVDyMIOIV」 凶Poε 置'cRo一

祝αηcε(1818)と 第 三詩集L月 ル11A,ISABEL-

L4,THEEV7EOFST.∠4GNES,・4ND

OTHERPOEMS(1820)が 加 われ ば、詩 人

生 前の詩集 が揃 います。詩篇 の草 稿 を検分 す

るが如 き贅 沢は望 め ませ んが、初 版の詩集 で

詩 人 と交感 し、 その心意 気 を うか が うことが

暫 し許 され る場 所で あれば、愉 しい図書館 と

い うものです。
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個人の書斎の蔵書についても同 じことが言

えます。古書ことに初版本の値段 が高 く、各

専門領域 において周到 ・厳密な本文研究の成

果が活用 しえる今 日、最新の資料に拠った決

定版を研究者が紙表紙本に求めるのは、合理

的です。 しかし不思議 なことで、それでおさ

まらない読者 がいます。物足 りないのです。

読む手ごたえが要るのです。科学の時代に喧

われるで しょう。 しかし事実 を描写するので

はな く普遍 と永遠の相のもとに真実を表現す

るとい う意味で、詩そして広義での芸術が象

徴的であると信 じている彼 にとっては、学術

研究書でさえ象徴的でなくてはならないので

す。禅 に 「嘩啄同時」と言います。小鶏がつ

つ くのを埣、母鶏 がつつ くのを啄 と言います。

母鶏が殻 を外から啄 くのでもなく、小鶏がそ

れを内から陣 くのでもない、そしてそ う言え

ばまた嘘になってしまうとい う、そこのあわ

いが微妙な魔力の疎通によって殻がこわれて

雛鶏が艀 ります。書物 から知識 を蒐集すると

い うのなら話は別ですが、醜い毛虫を変 じて

美 しい蝶 を造 る大自然のように、経験的事実

を昇華 して詩 を創った詩人と 「埣啄同時」の

機縁 をえる恰好の場は、初版本でしょう。

もちろん初版本に限 ることもありません。

筆者に貴重な体験 があります。 ものの見事に

人 を騙 してみせた体験です。騙そうという魂

胆は微塵 もない、全 く咄嵯の嘘 をついたので

す。相手の騙 されかた もまことに立派で した。

衣食住に事欠いていた戦後、ラ トレッジ社 ・

1886年 版の五巻 ものヘ ンリー ・フィールデ ィ

ング(1707～54)著 作集 を見っけたのです。

ペイパーナイフが入っていない八つ折判本で

す。気が遠 くなるほどの当時の大金2,500円

を用意 して、翌日約束の時刻 に訪ねますと、

前 日とは うって変わった厳 しい表情 で店主は

先客 とむ きあっています。ためらっている筆

者に、実はと言って店主が説明した事情はこ

うです一 図書充実 をはかっている大阪大学

もこの時勢では思 うよ うに本が買えない、と

うの昔に予約 したこの五巻ものの期 日がきて

も、連絡はない し引 き取 りにもきてくれない、

それ で昨 日あなたに… ところが大学 か ら今 お

いで になって い るとい うわけで… 問答:(先

客)ど うして もお入 用です か。(私)は い、

卒 業論文 に選 んで い ますの で。(先 客)は 、

そ うです か、卒業論文 に。(暫 く間 を置 いて)

そ れ ならあなた に使 って も らわな くて は。

卒業論文 などとい う嘘 がこ う咄嵯 につ けた

その理 由 は よく判 りません が、読み たか った

一 念 に嘘 はあ りませ ん
。誰 も手 をつ けてい な

い頁 にペ イパーナ イフ を入 れて1886年 版 に 自

分 で扉 をあけ る瞬 間 の息 を詰 めた感動 は、た

と えよ うがあ りませ ん。嘘 で も信 じて くれた、

物静 かで品位の あ るお方へ の賊罪 の気 持 もあ

って、 その五巻 を丁寧 に読 み ま した。 も し嘘

で もついて いなければ、英 国第18世 紀小 説 の

ことは無知 に終 わって いた と思 い ます。

キ ーツ を筆者 が読 み始 めた頃は、 ドゥ ・セ

リンコー ト版 とギ ャロ ッ ド版 の詩集 とM.B.

フ ォーマ ン編 の書簡集 が頼 りで、今 日の決定

版 で あるロ リンズ編二巻 本書 簡集 とステ ィリ

ンジャの編 む全詩集 な どはあ りませ ん。 全著

作集 の金字塔 は フ ォーマ ン父子 の手 にな る八

巻 ものTんePoe置6cα1WFo嫡5α πdO疏eγ

脚7r甜ピπ850!Joん π1(ε α」5(1938～39)

で した。 これ には書簡以外 の散文 と、詩人 が

蔵書 に施 した傍注 と下線 まで も収 め られ、研

究者必携 の いわゆ るHα 糀p3琵 α4E4痂o犯 で

す。詩人 の書簡 に関す る或 る仮説 を確 認す る

必要 か ら、1973年 の 春、ハ ー ヴ ァー ド大学 図

書館 とピアポ ン ト ・モ ー ガン図書館 を訪 ねた

折、忙 中閑 をぬす んで ブロー ドウェ イ828番

地 にス トラン ド書 店の古書 を漁 りま した。 日

記 を写 します

買 った数冊の代金 を払 い なが ら、帳場 係

りの青年 の うしろ にある書 棚 を眺 め る。場

所柄貴重 な書物 であ るに違 い ない。 あ るで

な いは ない か、 八巻 もの が。 チ ャールズ ・

ス ク リブナーズ ・サ ンズ社発 行のハ ムス テ

ッ ド版の全集 で ある。値 段 な どど うで もよ

い、買 わな くて はと決心す ると、向 こ うの

書棚 にあって もす でにぼ くの ものだ。各 巻

が天 金で、函 入 り。 第一巻 を開 くと再 び驚
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くでは ないか。予約購 入 に1025組 、贈 呈 用

に25組 を刷 って いる。編 者M.B.フ ォ ー マ

ンが 「緒 言」に 自署 し、 ときの英国 桂冠詩 人

ジ ョン ・メ イス フ ィール ドが五 頁の「序 文J

を寄せ て、署名 した限定版 であ る。 これは

その385番 で ある。

番号 がつ いた署名入 りの外国 の書物 は、

乏 しいぼ くの蔵 書の 中に少 しは あ る。 しか

しその大半 は間接 にぼ くの ところに ころが

り込 んで きた もの だ。 この眼で た しかめて

手に入れ た ものでは ない。 しかもM,B.フ

ォーマ ン編 『キー ツ書簡 集』(1952年 ・第4

版)を 食べ て生 きて きたよ うなぼ くに とっ

て、彼 の署名 は家宝 にな る。感激 に我 を忘

れて代価 を支払 う経 験 な ど滅多 に ある もの

ではない。古書 店 に詳 しい司書の方 に紹 介

された ところ を数軒 巡 って、ニ ュー ・ヨー

クはなぜ こ うも貧弱 なの か と愛想 をつか し

ていた矢先 きである。あ りが と うと眩 きなが

ら百 ドル を支払 い、番号 と署名の ある第一

巻 を鞄 にお さめて、 あとは船 便 に して もら

った。

署名つ きの限定版 で あるか らといって、 そ

の書物 の中味 が変 わ るわけではあ りません。

しか しこれぞ と心 に決 め てつ き合 いを始 めた

書物 は、阿 古屋の 貝殻 の中 に入った砂粒 です。

『珠 玉』 に開高健氏 が言 う 「心 の触 媒」 に飢

えた読者 が分泌す る真珠 素 によ って、 その砂

粒 が くるまれて次第 に凝固 して真珠 にな りま

す。 「寝 か し」具合 で名酒 にな るもの で、 こ

れは凝 り性 の人間 だけ が知 る秘密 です。凝 り

性 に著 しい英国人 がこ との ほか好む表現 に、

「心 をこめて」("蛎 疏 如碗π8cα γ2")と い う

のが あ ります。言葉 の粋 にめ ぐりあえた欣 び

に心 をこめ るさま を、キー ツは こ う記 しま し

た 「それ を携 えて散策 し、それ を然 考 し、

それ に思案 を回 らせ 、 それ を しみ じみ味解 し、

それ につ いて予言 し、夢 をそれで結 ぶ と、 最

後 には それが気の抜 けた もの にな って しま う」

と。

このキー ツが、詩壇 に君臨 す るワーズ ワス、

活躍 中の バ イロ ンや シェ リー をみつ めなが ら、

しか もシェリーの忠告 にも逆 って、新天地 へ

の おの が抱 負 を発表 したの が、『1817年 詩 集』

です。 その青年の心意 気 を、筆者 は その初 版

の ままで今読 み直 してい るところです。

(英 文学専攻)
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